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昭
和
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十
六
年
十
一
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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に
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に
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質
問
主
意
書 
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七
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昭
和
四
十
九
年
八
月
十
三
日
に
、
航
空
審
議
会
か
ら
「
関
西
国
際
空
港
の
規
模
及
び
位
置
に
関
す
る
答
申
」
が
運 

 

輸
大
臣
あ
て
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
答
申
に
関
す
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
質
問
す
る
。 

一 

同
答
申
で
は
、
「
新
し
い
空
港
は
、
大
阪
国
際
空
港
の
廃
止
を
前
提
と
し
て
、
同
空
港
の
機
能
を
代
わ
つ
て 

 
 

 

受
け
持
つ
能
力
の
あ
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、 

 
 

こ
の
答
申
の
「
認
識
」
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

二 

同
答
申
で
は
、
「
本
審
議
会
は
、 

 
(2) 

国
の
長
期
経
済
計
画
の
見
通
し
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
航
空
輸
送
需
要
の
増
加
は
見
込
ま
れ
る 

(1) 

大
阪
国
際
空
港
の
騒
音
問
題
の
抜
本
的
な
解
決
を
図
る 

こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
国
と
し
て
も
地
域
と
し
て
も
、
制
約
を
受
け
な
い
新
し
い
空
港
が
緊
急
に
必
要
で
あ 

関
西
新
空
港
並
び
に
大
阪
国
際
空
港
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
は
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
な
認
識 

 
 

の
上
に
立
ち
、
昭
和
何
年
度
を
目
途
と
し
て
新
空
港
の
開
港
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

三 

現
在
、
大
阪
国
際
空
港
に
お
け
る
航
空
機
の
離
着
陸
に
つ
い
て
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
と
し
て
い 

 

る
が
、
周
辺
の
環
境
対
策
と
し
て
は
、
必
要
に
し
て
か
つ
十
分
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

四 

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
に
提
訴
さ
れ
た
「
大
阪
国
際
空
港
公
害
訴
訟
」
の
最
高
裁
判
所
判
決
（
本
年
十
二
月
十 

 

六
日
予
定
）
の
内
容
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
項
で
述
べ
た
行
政
上
の
一
定
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も 

 
 

継
続
す
る
考
え
な
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


